
 

 

 

 

 

 

中海・宍道湖・大山圏域 8 の字ルート研究会 

中間報告 

 

 

「あたかも一つのまち 住みたくなる中海・宍道湖・大山圏域」の実現をめざして 

～高規格道路ネットワークをいかした圏域づくり～ 
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中海・宍道湖・大山圏域 8 の字ルート研究会 
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